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１　はじめに
今から500万年位前に、人類の先祖とされる原人が類人猿から分岐してアフリカに現れた。当初は他の動物に比べても体格が優れているわけでなく細々と森の中で暮らしていたが、頭脳だけが著しく発達しており、次第に道具を作ったり、火を扱ったりするようになって急に他の動物より優位な存在となった。更に森林を伐採してしまったので動物達は残された森に逃げ隠れした。この様にして人間はいつの間にか万物の霊長として動植物の上に君臨する事となった。
更に時代は下って人間は科学技術を駆使し人間にとってより快適でかつ思うままの欲望を満たしてきたが、20世紀後半になって思わぬ問題が起こってきた。それは当然のことであるが地球資源はこのままの消費を続けると石油石炭はじめ多くの金属は今世紀中に消滅または枯渇状態に近づく事が明らかになった。そこでこれを克服する手段として「世界の人口を半分にする」あるいは「生活レベルを約300年前に戻す」という意見もあるが、この考えは問題が多く実行は不可能に近い。現在行っている対策は廃棄物を徹底して少なくする、材料や部品の再利用を進め資源保護を図る等が実行されているものの、全体の消費増に与える影響は極めて弱いといわざるを得ない。
ここでもし全く別の方法で解決できないかを考察した結果、人間自身の身長を1/2位に小さくすることが出来れば、多くの問題が解決できそうなことが明らかになってきた。このような発想は荒唐無稽と思われるかもしれないが、それは人間の固定概念の根底にある「より大きく頑丈な体を維持したい」と言う願望が「体を小さくしたら」という発想を妨げているのであろう。以下に1/2人間の運動能力と社会生活の二つに分けてどんなメリットがあるかを考察して行きたい。（杉山）
２　1/2人間とした根拠　　
先ず現在の人間はどうして1,6mないし２ｍ位の身長になったか、又その必然性はあるのであろうかを考えると、恐らく何とか得られる食糧と運動能力からこの辺の大きさならば生存競争のなかで生き延びられると言うことで決まったと思われる。しかしこれは原始時代の生活環境での話で現在ではこの大きさの必然性はないかもしれない。
簡単に表現すると、もし身長が２倍になると非常に大まかに考えると断面積は４倍、体積は８倍くらいになる。従って衣食住すべて数倍になり大変不経済な人間になることは容易に想像される。
逆にもし身長が1/2になると体積は現在人の数分の一になり、衣食住への消費は数分の一で済むことになる。しかし余り小さくなると鳥や犬猫に襲われ絶滅しかねないし、台風や洪水に耐えられないので1/2位が妥当な数値と考えたい。（杉山、金澤）
３　変化自在な動物達（トラからネコへ）
　今から数万年前までは多様な動物とか植物は激しい生存競争を繰り返しながら
アメリカ大陸やアフリカ大陸で繁殖し形態も大型化して豊かな時代であったと言われていた。しかしこの時期を境にして動植物は減少を始めた。今日までその原因は気候の変化と言われてきましたが、最近では石器を持つ人間の激しい狩猟が原因とされている。更にその頃から人間は森林を切り開いて農耕を始めたのでそこに野生動物が住めなくなってしまった。その結果マンモスをはじめ大型の動物は食糧と住処を奪われ
動物種の70％が絶滅したとされている。
トラも同様の運命を辿り現在絶滅寸前の状態である。しかし同種のネコはどうであろうか。ネコは１万年前から細々と山中で暮らしていたが、人間による狩猟が激化したときに運命がハッキリと分かれた。つまりトラは人間や他の動物をを襲うことによって食糧を確保してきたが、人間の作った罠や武器で逆に襲われ数を減らしていった。他方ネコは巧みに人間世界に入り込み一緒に生きることに成功した。それは体の大きさがトラの1/10位で人間にとって脅威でなく、性格も温厚であり、しかも人間にとって厄介な存在であったネズミを捕捉して人間との共生に成功した。同じようにイヌヤネズミも人間への共生や寄生に成功したが、その過程はネコと同様であったと思われる。
この様に動物や植物は変幻自在に大きさを変えて環境激変の中を生き延びてきたのである。人間だけが同じ大きさを続けていて良いのであろうか（金澤、杉山）
４―１　1/2人間とその運動能力
人間の身長を半分にしたらどうなるであろうか。もし丸い球や正立方体だったら、その寸法を半分にすると断面積は1/4、体積は1/8になることは良く知られている。
しかし人間の体の形は正立方体でも球形でもないが、この傾向にあることは間違いない。
（１）地球上での人間の生活は大局的には地球表面で生活しているので、自分の表面積が1/4になると相対的に生活面積は4倍に感じられると言える。
（２）立体的には1/4と1/8 のあいだ位の体積になるので、周りのﾋﾞﾙとか空を見上げると５，６倍くらいの大きさの所に住んでいるように感じられる筈である。
（３）浮力が大きくなる。水に浮きやすく、飛び上がりやすい。また空から飛び降り
る時も小さいパラシュートで済む。木々の間を自由に飛ぶ“むささび“に少しは似て
くる。
（４）衝突による衝撃を考えてみよう。体重が数分の一であるのに対し、衝撃を受け止める面積は体積が減少したほどは小さくなっていないから、衝撃は大雑把に考えれば７０％くらいですむ事になり、今の人間より骨折や打撲傷が軽くて済む。
（５）体重は数分の一になるので体の筋肉への負担が少なく、体が動かしやすい。
等が挙げられる。確かに成人サルはその身長が人間の半分くらいであるが、運動能力は素晴らしい。跳躍能力ではサル自身の身長の２倍は軽く飛び上がるし手足の筋力も人間より遙かに上で木に巧みに登ることが出来る。サルの運動能力を見ていると、その面では人間は決して進化したとは言えない。
実際の人間ではどれ位体重が減るかを試算してみると人間男子の３歳児は身長95cm体重が14kgであるのに対し成人男子が身長171cm体重6２kgとするとこの1/2

人間は身長で55％、体重で22％(1/4から1/5)となっていて数分の一という仮定は大局的には間違っていないと思う。（金澤）
４－２　現代人の運動能力の進歩とその意味
近代オリンピックは20世紀の初めクーペルタン男爵の提唱により再開され今日に至っているが、記録は年々伸び種目も増加してきている。これはあくまで競技ということでその記録を争うがそれはどのように向上してきたであろうか。例として人間の運動能力に依存する程度の大きい種目として100ｍ、マラソン、走り高跳びの記録変化を図1,2,3,に示した。先ず100ｍの記録を辿ってみると1900年では10.75秒であったのが次第に向上し1991年には9.86秒となり１秒近く早くなった。耐久力を示すマラソンでは1900年では2時間32分35秒であったのが、1991年では2時間06分50秒と30分近く短縮された。また跳躍力を示す走り高跳びでは1.97ｍ(1900年)が2.44ｍ(1991年)と50cm近く跳べるようになった。（図1,2,3,参照）
これら記録の向上は人間の体力向上の他、スポーツ科学の進歩や運道具の性能向上もあるが。この記録は今後際限なく向上して行くとは思われない。特に100ｍの記録は今世紀中に完全に飽和してしまうであろう。
ここで人間の運動能力を１台のマシーンの能力として見てみると、まず100ｍ走る能力はここ100年間で時速34.25kmから36.51kmに向上した。自動車の低速運転並である。マラソンでは時速16.65kmであったのが100年経って20.09kmまでに向上した。これは自転車と同等の速度に
図１　１００ｍ　歴代最高記録推移

　　　　　　　　　　図2　マラソン歴代最高推移

　　　　　　　　　　　図３　走り高跳び歴代最高記録推移
なったと言える。走り高飛びについては今日の機械能力と比較するのが憚れるほど貧弱である。現代では人間のもつ運動能力は科学技術の生んだ機械器具には全く及ばないのでスポーツとしての運動能力は意味があるが機械に対抗すべきものではなくなっている。
他方人間の頭脳は遙かこれら機器に勝っているので、人間の体は小さくなっても頭脳の能力は向上させねばならない。この様な観点に立つと大きく力ある人間は最早必要でなく体は小さいが、マシーンに負けない知力ある人間が将来の姿として浮かび上がってくる。・・・（杉山）
５　1/2人間の社会生活と環境の変化(1/2人間の効用)　
５－１　住居：　1/2人間の住居は当然体が小さくなっているので現在の人間の住まいでは広すぎる。割合から言えば床面積は半分以下で充分である。衣類はじめ家財道具もを収納するタンス、押入の体積は数分の一で間に合う。従って一戸建ての住宅敷地は庭を含めても150ｍ２で快適な生活が出来るであろう。都市部の住宅問題は一挙に緩和される方向に行くであろう。この他学校、病院、運動場も同様に余裕を持って作ることが出来る。
５－２　食糧：　1/2人間の食生活は胃腸の体積が数分の一しかないので、毎食１人が食べる量も多く見積もっても半分以下になる筈である。従って食糧の消費量は半分以下となるため、食糧不足の危機は薄らぐことになろう。但し野菜や果物の大きさは変わらないので調理の方法に工夫が必要である。飲料水の消費も確実に減るので水飢饉の恐れある国も将来に期待が持てる。
５－３　交通：　自動車、電車は小形になり交通渋滞は緩和されるだろう。道路も現在片側１車線のところも充分２車線を取ることが出来走りやすくなるであろう。交通事故については車両が軽くなっているので現在の車両と同じ速度でぶつかっても質量が数分の一になっている分衝撃は少なくなる方向である。但し強風には浮き上がり安いので設計は現在のものの小形だけでは済まないであろう。都市交通の渋滞が大幅に緩和されることは間違いないところである。飛行機の小形化も可能であるが、むしろ現在の大きさでより多くの荷物と1/2人間を乗せ輸送能力の増大が出来るほうがメリットとなるかも知れない。
５－４　地球環境：　交通車両の小型化に伴いその燃費改善が期待されるが、特にガソリンの消費の減少は地球資源確保という問題に一つの解決法を示したものと言える。
この他工業製品も人間の小型化により数分の一に小さくなるものが多くなり製品製作のためのエネルギー消費や材料消費は確実に減少方向に向いてくる。発電電力にも余裕が出来るし、材料関係では金、銀、銅等の地球内残存年数を延長出来ることになる。
大型機械や車両が減るためそれらから発生する二酸化炭素の量も大幅に減少するであろう。従って地球環境に関する問題の大半は解決されることになろう。（杉山）
６　小さいという事への意義と問題点
６－１　物理学での小さなものへの探求：物理学は物事の極限を追求するものであるが、小さいものへの探求はギリシャ時代から哲学者が取り上げ始めた。段々ものを小さくしていって観念的に一番小さいものに到達できたとし、それをアトム、原子と名付けた。更に時代が下って19世紀に入るとその原子も原子核とその周りを回る電子から成り立つ事が分かったし、今世紀に入って更に小さいクオークにまで分解されその探求は尚続いている。この物理学での解明に並行して技術の世界では蓄音機がエジソンによって発明された。この構造は微細な溝を蝋を塗布した円筒の上に作り、その上を金属針が走ってやっと肉眼で見える程の動きが起こりこの振動を周りの板に伝え空気の振動になって音になる。テープレコーダでは同様に音を再生させるメカニズムもこの様に内部構造に思いを巡らせば興味深いし、ハードデイスクもチップの中で分子レベルの変化が起こり情報を記録している。その他最近のエレクトロニクスの機器も人間より遙かに小さいものの性質を巧みに応用して作り上げられている。
そこで小さいものが扱えるようになったのだから、それに応じて人間自身も小さくなる努力をしたらどんな世界になるだろうと言う発想が重要ではないか。これは映画ではあったが人間が小さくなって血管の中に入り色々探検する話であったが何か新しいものが発見されそうである。（金澤）
６－２　大きさと人間の感情：　先日自宅の庭に小鳥がやってきた。首を傾げながら庭の隅っこで虫らしいものをつついているのを見ると何となくかわいらしく見える。その姿をゆっくりみようと思ってスイカに食べ残しを庭に置いてみた。翌朝早くカラスが低空飛行で庭にやってきてアッという間にスイカを食い散らかして飛び去ってしまった。ここで何故小鳥は可愛いがカラスは憎らしいかを考えてみた。もし小鳥の大きさが数倍大きく、虫も数倍大きい20cmもあったとすれば、可愛らしいどころかグロテスクにさえ見えるだろう。そして人間は自分のおおきさとの割合で自分が安全と思うと可愛らしく感じる余裕ができるのかも知れない。
６－３　1/2人間の美醜について：人間世界の通念として特に男性については大きいものは立派で頼りがいがあるとみなされ、逆に小さなものは貧弱でみっともないと見られやすい。ここでその大小により美しいとか醜いとか判定する根拠について考えてみる。まず女性の美人とは時代によって大きく変遷してきている。明治時代までは美人とは輪郭は瓜実顔でおちょぼ口であるとされてきた。その口も小さくお箸で米粒を一つづつ流し込む位と言われていた。また頬が豊かな「おたふく」も美人の要素であった。しかし現在ではソフィアローレンのような大きな唇と大きな眼をし、鼻も高いのが美人とされている。この様にそれぞれの時代で美人顔のの構成要素が変化している。しかし不思議なことにその時代の理想美人が示されるとそれに答える美人が生まれてくる現象が起きている。日本人のスタイルは足が短く太かったが、この頃の女性はみんなすらりとした足になってしまった。胸も昔は余り大きくなかったが今では立派な胸の女性が増えている。鼻も高くなり目も大きくなり、欧米人に引けを取らない位である。しかもその変化が戦後の数十年で起きているのには驚かされる。
ここでその様な身体の変化が願望で実現できるならば、もし1/2人間が魅力の条件になったとすれば、それだけで数十年後に1/2人間が現れる可能性があるのではかかろうか。興味ある変身法だと思う。（金澤）
７　小さな人間という発想の原点
1/2人間という発想は私たちのものだけではない。その中の著名な例を挙げてみたい。
（１）ガリバー旅行記の中での小人の国
1720年頃アイルランド出身のスイフトと言う作家によって書かれた空想小説で第一話は小人の国、第二話は巨人の国と続く有名な作品であるが小人の国では色んな面白い体験をするが、本文に示すような食糧の問題とか運動能力について触れてはいないが、小人の世界という発想を最初に示した人として重要である。
（２）糸川英夫博士とペンシルロケット
1965年（昭和30年）全長23cmの小さいロケットの発射実験が国分寺の洞窟で行われ、日本で最初のロケットとして新聞史上を賑わせた。しかし宣伝のためのショーに過ぎないと批判された。これは当時予算が少なく大きなロケットハ作れないので糸川研究室の１人がスケッチ的に書いた図面を糸川先生が見て「これでゆきましょう」と
なったのが、出発点であった。
ISASという宇宙科学研究所の報告書の中に糸川先生が書かれた「ロケット研究発祥の頃」と言う記事がありそこで「もし人間が小さければペンシルロケットについては誰も文句は言わなかったろう」と先生らしい柔軟な発想を述べておられる。ロケットそのものはもっと小さいものも可能であったが、今後の実用化に当たって費用対効果を考えるとこの23cmと言うサイズが最適であったと思われる。その後の直径1.4mのμ（ミュー）ロケットと技術の基本は共通する部分が多かった。
ペンシルロケットの場合は周りにいる人間や発射係、ランチャー係、計測係、通信係を担当する人間が大きすぎて外見からすると大げさに見えたともいえる。糸川先生の考えは時代を遙かに超えていたのである、（杉山、金澤）
　
８　その他と今後
　この他それでは1/2人間はどうやってできて行くのですかと言う質問もありうるが、これについては最近の遺伝子工学の技術で可能という答えが出るであろう。しかし出来ればその様な手段を採らず、トラからネコに小型化したような自律変化の手法が望ましい。これらは今後の研究に待つところが多い。また体は小さくなったが頭脳も小型化によって低下しては意味がないので脳の優れた点は維持したい。これも実現の可能性は大いにあると考えられている。　
　以上我々の発想が荒唐無稽と思う前に、人間は何故現在の大きさになったのか、またそれを維持する意味はあるのかを考える機会となれば幸いである。また人間は更に大きく逞しくなりたいと言うならば将来の人間はボブサップや曙型になりたいのか、それとも小形であるが頭脳の優れた牛若丸や一寸法師あるいはかぐや姫になりたいのか選択の時が来ている。（杉山）　　　　　　2003年２月３日
